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　C－84 £針に関す^研邨（多3報）

　　　　愛知t短大　版本弘チ　　　ゑ当屋浄立ず矩大　佐野恂手

　　　　岐卑堂短大　Ｏ山田冷多

　　目的　和裁棟術に大切な運針に関して. i^虔訓まかゐため。その解明2行っrい^．

　今回も　跨2.報回/き続き、被老C学生）の運針動作/飼り行い、検討を加えたので

報告すゐ。

　　■It広　叔謄豪動作記述、潮先。姿勢、服莱、運針用布、縫糸、縫針暑滓前回と同

様で｀あ乱

　裡薦着数を増し、動作分棚こっいて火靴検討村i^だ。

　　結集

　I .各周期のコマ東に・ついて(ま。「昶め」。､項a に変動がみらか乱

　1．周期の所専時咄ま、「櫛め」の禰目カリくなフて山る。

　飢動作線長について、「補助」､ｸ）績目＼t. 右手より象手が大きな値I示(. マいゐが、

　　「終り」の瓊@てμ、刄右同口頃向き示i t:いゐ。

　4,振幅のウちの極大･こついtiま. 動作組長と同様の傾向ざ’ある・

　　　極小卜ついて. 「趙勿」の項目lま. 左手の方が大でIあゐが｀、「‘連中」「μヽﾘ」の項

　　目では、左｡手の動きがlヽざあゐ。




